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★check★八ヶ岳総合博物館　☎73-0300
神長官守矢史料館　☎73-7567

博物館情報 博物館
ホームページ

史料館
ホームページ

掲載されている以外の情報は

ホームページをご覧ください。

考古館ホームページ

☎76-2270
E-mail  togariishi.m@city.chino.lg.jp

定例イベントスケジュール
※	申し込みは、前月20日（休館日の場合は翌開館日）から電話で受け付けます。

※	イベントの詳細はホームページなどでご確認ください。

開館時間

休 館 日

入 館 料

博物館　1月1日〜3日、6日、14日、15日、20日、27日
史料館　1月1日〜3日、6日、14日、20日、27日

博物館　９時〜16時30分（見学は17時まで）
史料館　９時〜16時30分

博物館　大人310円、	高校生210円、	小中学生150円
史料館　大人100円、	高校生70円、	小中学生50円

1月の休館日	 1日（水）～3日（金）、6日（月）
	 14日（火）、20日（月）、27日（月）

巳年ロビー展 「蛇体装飾の土器」

2025年は巳年（乙巳：きのと	み）です。実は八ヶ岳山麓か

ら出土する縄文時代の土器にも 「ヘビ」 を表現したと思われる

ものがあります。

巳年にちなんで、それら 「ヘビ」 を表現したと思われる土器

を集めたロビー展を開催します。

会期：令和7年（2025年）1月4日㈯〜3月2日㈰

※ご覧いただくには、通常観覧料が必要です。

拡大図

開館時間	９時～16時30分
（観覧は17時まで）

西村豊写真展「干す」ギャラリートーク

博物館の書き初め教室（諏訪ユネスコ協会共催）

ミニ展示「�まだまだあったよ、知らなかった！
諏訪ことば」日　時

場　所
内　容

その他

1月26日㈰
13時30分～14時30分
八ヶ岳総合博物館
自然写真家の西村豊さんが撮影した、暮らしの中に
ある 「干す」文化、ヤマネのお話などお聞きします。
要申込、要入館料

日　時
場　所
持ち物
その他

1月4日㈯10時～正午
八ヶ岳総合博物館
習字道具（筆、紙、墨、新聞紙等）
要申込（12月27日締切）、要入館料

期　間

場　所

料　金

内　容

1月4日㈯～2月28日㈮

八ヶ岳総合博物館　1階ロビー

入館料

気づかなかった方言の魅力に出

会えるミニ展示。「諏訪ことば方言

カード」 や 「伊那・諏訪地方言語地

図」を展示します。

さきおりでランチョンマット

日時	 １月１８日㈯、１９日㈰

	 10時～11時30分と

	 13時～14時30分

場所	 八ヶ岳総合博物館

対象	 小学校高学年以上

定員	 各回5名

参加費	 400円

※要申込、要入館料

星空観望会

日時	 １月１８日㈯　

	 １９時～２0時３０分

場所	 北部中学校天体ドーム

定員	 20名

参加費　無料

その他　雨天曇天の場合は中止

※要申込

ワクワク科学工作

「ホバークラフト」

日時　１月１２日㈰

　　　　１０時～１１時３０分

場所　八ヶ岳総合博物館

定員　１６名

参加費　３００円

※要申込、小学生対象

古文書相談会

日時	 １月２６日㈰　１0時３０分～正午

※要申込、参加無料、鑑定等は行いません。

★１月のプラネタリウム

　　「白色わい星」

土日祝日の10時30分～、13時30分～

※定員8名、要事前予約、要通常入館料

※休止あり。予約時にお確かめください。

2025年は巳年　干支にちなんで･･･蛇体把手付土器を作ろう

日　時	 1月19日（日）　9時30分～12時

場　所	 尖石縄文考古館

内　容	 	学芸員による解説を聞いた後、1kgの粘土を使って蛇

体把手付土器を作ります。

定　員	 10名

料　金	 観覧料＋500円（粘土代を含む）

申　込	 	12月20日（金）9時から先着順で受付開始。

	 電話でお申し込みください。
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